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資格枠組みと単位銀行制の試み

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構
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発表の目的

 中国の労働市場構造と学校教育構造の関係と変化が、リカ
レント教育にどのような特徴と展開をもたらしたのかを明
らかにする。
 海外の制度（単位銀行制度）をどのように自国の状況に合
わせて導入し、運用するかについて検討する。
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１．中国におけるリカレント教育
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用語についての説明
 中国ではリカレント教育を「成人教育」と呼ぶ。

 近年は「成人教育」という用語が「継続教育」いう表現に切り替え
られるようになった。

 リカレント教育には長期プログラム・短期プログラム、教育資格・学位
取得型と職業訓練型との区別がある。本報告は長期プログラム、教育資
格・学位取得型のリカレント教育に焦点を当てる。

注：以下は「成人教育」を専用名詞として使う場合を除き、「リカレント教育」と記す。 4



日本と比較する際の特徴
 学校教育と労働市場との間に高い親和性が見られており、
企業の人材養成を教育機関に委託する伝統がある。
 リカレント教育に対する評価が高く、リカレント教育を通
して昇進昇給を果たす運用が行われている。

5



1-1.リカレント教育発展の歴史

6



7

学校数（2020年）出典：『中国教育統計年鑑』2021年度

年齢 学年

29 23

28 22

27 21

26 20

25 19

24 18

23 17

22 16

21 15

20 14

19 13

18 12

17 11

16 10

15 9

14 8

13 7

12 6

11 5

10 4

9 3

8 2

7 1

6

5

4

3

2

1

0

普通高級中学
中等職業学校

中等専門学校
職業高級中学

技術労働者学校

小学校

成
人
小
学
校

成
人
中
等

専
門
学
校

成
人
高
級

中
学

成
人
中
学

校

掃
盲
班

高
等
教
育

普
通
大
学

594

成
人
本
科

自
学
考
試

同
等
学
力
学
位
申
請

幼稚園

託児所

研
究
機
関

233

職業
初級
中学

普通初級中学

職
業
型

伝統型

総合大学
（大学）
単科大学
（学院）

職業技術学院
／職業学院

大
学
院

中
等
教
育

初
等
教
育

成
人
専
科

普通教育
成人教育

中国の教育制度



発達した成人教育システムの成立
1980年代

 【背景】
 1966年〜1976年文化大革命 教育の停滞、高等教育10年間以上中止
 1978年 改革開放の開始・政治革命から経済発展への政策転換

大学・大学院教育の再開

 文化大革命中に下放された知識青年の再教育を実施する要請

 経済回復と発展のために、必要な実学人材を効率的に養成するという企業からの要請

 高卒者・大卒者の不足によって、大学と大学院進学者は社会人から選抜せざるを得ない
現状

 普通教育のキャパシティーが限られたため、普通教育（全日制）と成人教育（非全日
制）という二元制度の形成
 夜校、周末、广播（电视）大学（放送大学），自学考试（独学試験）で学歴取得の道
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人材育成を企業内教育から教育機関へ
の移行 1990年代

 【背景】
 経済政策が計画経済から市場経済への転換
 国営企業の民営化
 WTOの加盟によって、高度人材に対するニーズの向上

 コスト削減のため、従来の企業内訓練を外部の教育機関へ委託
 企業の喫緊な人材：教育機関への委託養成（委培生、定向生）、研究生班（学

位と学歴不要）
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産学連携で高度人材育成の強化
2000年代〜

 ポスドクステーション制度 1985年～
ポスドク（博士研究員）のための制度やプログラム。
 大学・研究機関におけるポスドクステーション

3352か所（2021年） 論文・研究中心
 企業におけるポスドクステーション

3874か所（2021年） 企業の技術開発への貢献中心
2021年10月 計28万人以上

 未来技術学院 2021年北京大学、清華大学などの12校
2024年まで30〜40校
10〜15年後に世界に革新をもたらすと期待される技術に目標を設定し、大学、研究機関と企業や

投資機関などの様々な資源を集結して共同で人材を育成するという
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1-2.中国におけるリカレント教育
の機関
どこでリカレント教育を実施するか
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単独設置の成人教育機関数 単位：校

出典：『中国教育統計年鑑』各年度

2004年 2006年 2008年 2010年 2012年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

成人高等教育機関 505 444 400 365 348 295 292 284 282 277 268 265 256 253

成人高等学校 955 839 753 654 696 546 503 435 392 354 333 326

成人中等専門学校 2,742 2,350 1,983 1,720 1,564 1,457 1,294 1,243 1,218 1,097 1,032 991

成人中学校 1,980 1,546 1,401 1,589 1,578 1,370 1,071 569 506 444 480 193

成人小学校 69,452 54,928 48,272 33,187 26,815 18,255 14,758 11,802 9,709 8,398 6,241 4,622

識字学校（掃盲班学校）47,239 40,397 34,213 22,227 18,092 12,861 10,747 8,289 6,587 5,211 3,828 2,754

• 単独設置の成人教育機関数が減少の一途を辿っている。
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成人教育機関在学者数 単位：万人

2013年 2014年 2015年2016年 2017年2018年2019年 2020年2021年2022年
成人本科 265 280 279 269 259 297 341 405 459 528
成人専科 361 373 357 316 285 294 327 372 374 406
成人高等学校 11 15 7 4 4 4 4 5
成人中等専門学校 230 194 163 141 127 113 107 113
成人中学校 48 46 34 28 13 15 10 5
成人小学校 124 116 95 83 75 73 42 26

出典：『中国教育統計年鑑』各年度

• 成人教育が初等・中等教育から高等教育にシフトしつつある。
• 成人高等教育機関の在学者数が急増している。 13



成人高等教育機関
 単独設置の成人教育機関

開放大学、職工大学、業余大学、職工医学
院、管理干部学院、教育学院、党校等

⇒教育部＋各省庁（業界）が設置する
リカレント教育を実施する機関

 継続教育学院
○○大学継続教育学院（中国語：継続

教育学院）
 インターネット遠隔教育機関

○○大学遠隔教育学院（中国語：远程
教育学院） 68校
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1-3.学位取得型のリカレント教育
誰がどのようにリカレント教育を受けるか。
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学部教育、学士学位の取得

① ① ③

③
③③

④ ④
④

⑤

⑤
⑤

②

① 普通高級中学・中等職業学
校卒業生

普通高等教育機関全国統一入学試験（高
考） 普通高等教育機関の本科課程

卒
業
（
卒
業
証
書
）

学
位
授
与
要
件
を
満
た
す
場
合

（
学
士
学
位
）

② 普通高級中学・中等職業学
校卒業生

・普通高等教育機関全国統一入学試験（高
考）
・ 高等職業教育入学試験（職教高考）・
自主招生

普通高等教育機関の専科課程 専昇本試験 本科編入

③ 普通高級中学・中等職業学
校既卒者

成人高等教育全国統一入学試験（成人高
考）

大学設置or単独設置の成人教育機関の
本科課程
大学設置・単独設置の成人教育機関の
専科課程 専昇本試験 本科編入

④ 普通高級中学・中等職業学
校既卒者 （教育機関による）単独試験 インターネット遠隔教育機関本科課程

インターネット遠隔教育機関専科課程 専昇本試験 本科編入
⑤ 学歴不問 高等教育自学考試 独学or成人教育機関

②②
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成人教育機関におけるリカレント教育
①入学資格：基礎資格、高等教育を受ける学力を保証するために、（統一）試験が課される。
②成人教育機関で、フルタイム或いはパートタイムで各専攻が決められた課程を修了する。

⇒ 課程修了者に対して、卒業証書（学歴）を発行する。

③成績優秀でかつ学位論文を執筆して審査に合格した者に対して、学士学位を発行する。

高等教育自学考試
①入学資格：学歴・年齢不問
②独学、あるいは教育機関で補修教育を受けながら、専攻で決められた科目の国家試験を受ける。

③課程修了者に対して、卒業証書（学歴）を発行する。

③成績優秀でかつ学位論文を執筆して審査に合格した者に対して、学士学位を発行する。
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大学院教育、修士・博士学位の取得
 全国修士課程統一入学試験＋各大学の独自の試験

全日制修士・博士 or 非全日制修士・博士
 単独考試 非全日制修士・博士
 同等学力申請碩士・博士 ≒ 論文修士・論文博士 （学位のみ）

18



修士課程進学者に占める社会人の比率

1984 1985 1986 1987 1988 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2007
総数 126 298 277 215 30,907 41,155 39,436 45,796 49,267 55,174 68,728 95,710130,033162,698220,798273,330310,400361,952
社会人 30 86 123 128 16,999 22,191 19,035 24,250 24,667 29,230 35,315 50,335 67,020 82,869 95,800113,936113,900132,910
社会人が占める比率 23.8% 28.9% 44.4% 59.5% 55.0% 53.9% 48.3% 53.0% 50.1% 53.0% 51.4% 52.6% 51.5% 50.9% 43.4% 41.7% 36.7% 36.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

（年）

（人）

出典：1984年－1995年，2003年－2007年 教育部編『中国教育年鑑』各年度
1996年－2002年 教育部高校学生司編『1996〜2002年 全国研究生招生統計年鑑』
李敏（2009）「中国の社会人大学院教育」『大学論集 41」p.167-183。 19



修士課程の進学者数の変化
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出所：『教育統計年鑑』各年度
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修了者・卒業者数 学位授与数

大学院教育 728,627 767,984

博 士 66,176 65,585

碩 士（修士） 662,451 702,399

普通高等教育 7,971,991 4,169,808

本 科 4,205,097 4,169,808

専 科 3,766,894 —

成人高等教育 2,469,562 153,360

本 科 1,226,385 153,360

専 科 1,243,177 —

インターネット遠
隔教育[網絡教育] 2,722,497 61,239

本 科 866,120 61,239

専 科 1,856,377 —

出典：『中国教育統計年鑑』2021

高等教育の修了者・卒業者
数と学位授与数（2020年）① 碩士修了者数＜学位授与数

普通高等教育システム以外で、修士・博士の学位も取得可
能。 ⇒同等学力申請碩士・博士 ≒論文修士・論文博士

② 本科の卒業者数＞学士の学位授与数

学位授与水準に達していないなら、卒業証書（学歴）のみ。

③ 成人高等教育を通して学士の学位取得が可能である
が、その人数は卒業者の１割程度にすぎない。

④ ⑤インターネット遠隔教育[網絡教育]

68大学（いずれも名門校）内に設置された網絡学院
（1999年〜）

１割未満の修了者が学士の学位を取得している。

その他：

自学考試（独学試験）を通して学士の学位の取得

成人高等教育＋インターネット遠隔教育[網絡教育]＋自
学考試：継続教育

①

③

②

⑤

④

学歴 学位
21
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1-4.リカレント教育に対する社会の
評価
リカレント教育のプレミアとは？
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大学卒業（学歴）と学士学位
 成人教育を通して学士学位の取得者数が学部教育プログラ
ムの修了者・卒業者数の1割前後しかないため、学位の価値
が卒業証書（学歴）より上回る。

⇨学位の取得は、所定の学術水準または専門水準を達成す
ることが要求されているため、社会における威信度が高い。
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大学院教育と修士・博士
 選抜時に厳格な全国統一試験が行われるため、修士・博士
の学位は社会での威信度が高い。（単独考試と同等学力申請碩士・博
士を除く）

 公務員の昇進昇給の必須条件となりつつある。
中共二十届中央领导机构成员简历

 専門修士学位と職業資格が連動されている。
例えば：教育専門修士の取得者は教員免許試験が免除される。

24
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２．資格枠組と単位銀行（中国
語：学分銀行）

リカレント教育の新しい動向

25



資格枠組みQualifications Framework
 学位・資格について、学習成果、能力、学習量等を指標として学習の達成水準を段階的に分

類する仕組み。

 目的：学位・資格の透明性や比較可能性を高めることにより、学術又は職業流動性の促進、
生涯学習、労働市場等での能力評価等を支援する参照枠組みとして機能することが期待され
ている。

 資格枠組みによっては、学術資格（学位等）と職業資格の間の関係性を示す場合もある。国
単位の枠組みである「全国資格枠組み：National Qualifications Framework, NQF」が、
欧州、東南アジア各国等をはじめとして、世界的に展開されている。また、「欧州資格枠組
み」、「ASEAN資格参照枠組み」、「アフリカ大陸資格枠組み」等の地域資格枠組みが開
発され、NQFにおける資格を地域内で相当とみなす仕組みも構築されている。

『高等教育に関する質保証用語集』 But, HOW?
26
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NQFのイメージ
レベル 代表的な学位・資格（例） 学習成果指標

知識 技能 責任と自律性

8 Doctoral degrees

7 Master’s degrees

6 Bachelor’s degrees

5 Associate degrees
Advanced certificates
Diploma qualifications

4 Upper secondary (general/VET)   
School-leaving certificates

3 Secondary education certificates 
VET qualifications

2 Lower-secondary education
Basic VET qualifications

1 Primary education 
Basic VET qualifications

期待するアウトカムと
達成水準

（何がどこまでできるか）

＋単位数など

（野田文香先生作成）



目的：Lifelong learning & Lifewide Learning
学術又は職業流動性の促進

高等教育 労働市場
単位認定？履修証明？

誰がどう評価する？

高等学校
国際バカロレア（IB）, AP科目

就労経験
職業資格

検定試験
MOOCs・ JMOOC

職場研修

インターンシップ

認証評価 Quality Assurance

マイクロクレデンシャル・デジタルバッジ

ボランティア

科目等履修生大学別科

マイクロクレデンシャル・デジタルバッジ

海外大学の科目

短期留学・海外研修

Japan Virtual Campus

学位・称号

連携

セミナー

履修証明書

2

公開講座
国内他大学の科目

（野田文香先生作成） 28



期待される国家資格枠組（NQF）の役割

昇級、卒業要件に規
定されている単位・
科目

昇級、卒業要件に含まれな
い単位・科目
• 教育プログラム（地域、国

際等々）
• インターンシップ
• ボランティア
• 部活動
• サークル
• 短期留学・海外研修
• 海外大学の科目
• 国内他大学の科目
• 大学別科
• 科目等履修
• 公開講座

……

• 職業資格
• 職場研修
• 検定試験
• 就労経験

……

• 公民館の講座
• スポーツクラブ
• ボーイスカウト、

ガールスカウト
• 朝活？

……

Non-formal learningFormal learning

学校における学習 労働市場における
学習と経験

マイクロクレデンシャル・デジタルバッジ

コミュニティ
における学習

国
家
資
格
枠
組
み
（N

Q
F

）
に
よ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
可
視
化

（
類
別
・
序
列
・
互
換
の
可
能
化
）
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中国における単位銀行
 上記の教育資格・職業資格及び職業経験等々を格納するた
めのプラットフォーム
 職業資格を教育資格を取得するための単位に換算できるが、
そのまま学位の取得はできない

⇨韓国の単位銀行との大きな違い
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中国における国家資格枠組と単位銀行（中国
語：学分銀行）制度
 2001年 国家資格枠組を中国に導入すると提起
 2014年 《关于加快发展现代职业教育的决定》
 2016年 “一三五”规划 ⇨ 単位銀行の正式の始動
 学習口座の開設、単位累積制度の構築
 ノンフォーマル学習、職業技能の単位転換に関する制度の構築

 2019年 《国家职业教育改革实施方案》 職業教育国家単位銀行制度と中国の現状に適するNQFの構
築を加速する

 2020年 コロナ期間中 オンライン教育の単位認定制度の開始 ⇨ 普通高等教育における活用
 2022年4月20日 5月1日実施 『中華人民共和国職業教育法』
 第十七条 各種各レベルの学校教育や職業訓練によって取得した単位、資格及びその他の学修成果を認定、累積、

交換するシステムを国が構築する。職業教育国家単位銀行を設立して、職業教育と普通教育の学修成果を相互に認
定する。

 第五十一条 職業訓練で取得した職業技能レベルの証明書や研修証明書などの学習成果は、職業学校によって認定
され、対応する学歴教育の単位に換算できる。また対応する職業学校の学業要件を満たす場合、関係分野の学業証
明書（中国語：学业证书、「卒業証明書」と推測）を取得できます。

⇨NQF：普通教育と職業教育、教育資格と職業資格の互換化を実現できるツール
単位銀行：教育資格と職業資格を蓄積し、交換するプラットフォーム（ポートフォリオの機能
が一部あり）
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中国におけるQF
 香港・広東・国家開放大学
 単位銀行 31（2019年）
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香港のQFA Guide to HKQF 2008年〜
主管部門：香港教育局
• Industry Training Advisory 

Committees (ITACs)

QFレベルの説明
33

https://www.hkqf.gov.hk/filemanager/printedmaterial/en/upload/224/A%20Guide%20to%20HKQF.pdf
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広東省のQF リンク 2017年〜

所管：広東省質量技術監督局
標準の作成機構：广东开放大学 、广东省教育研究院 、广东机电职业技术学院 、广东交通职业技术学院 、华南理工大学 、中山大学 、
华南师范大学 、广东省职业技能鉴定指导中心 、香港珠海学院 。「全省で114の高等教育機関が260以上の項目を開発し、学分の認定と変換を行った。本
制度の利用者が延べ225万人以上に達しており、すでに59の専門分野が資格成果の認定と転換が行われた。2022年？」「香港、マカオと協力して、共通のQF
の作成に取り組んでいる。」

「単位銀行」に保存されている。
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https://baijiahao.baidu.com/s?id=1773949055376874734&wfr=spider&for=pc


国家開放大学 2018年

学修成果フレームワークリンク
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http://cb.ouchn.edu.cn/gkcms/wwwroot/cbank2/kj/xxcgkj/index.shtml


• 能力レベル：６級
• 管理主体：国家開

放大学単位銀行
（学分銀行）

• 加盟機関
• 国家开放大学、中国煤炭工业协会培训中心、

煤炭工业职业技能鉴定指导中心、中国社会
工作联合会、中国邮政集团公司培训中心、
云南开放大学、江苏开放大学、北京开放大
学、中国物流与采购联合会、公安部信息安
全等级保护评估中心、上海开放大学、广东
开放大学、北京工业职业技术学院、重庆工
商职业学院、重河北建材职业技术学院湖北
科技职业学院湖南网络工程职业学院、江西
工程职业学院、江苏食品药品职业技术学院、
辽宁装备制造职业技术学院、宁夏职业技术
学院截至2018年底，已有32家机构加入，
計：高等教育機関22校（開放大学6校；大学
1校；高等職業学院15校）、業界委員会3、
协会6、職業訓練機構１）
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上海市终身教育学分银行HP
Shanghai Academic Credit  Transfer and Accumulat ion Bank for L i fe 
Education

 韓国の単位銀行制をモデルにしている。

 目的：上海市民を対象とした学習成果の管理と生涯学習を管理するためのシステム
である。学歴教育（学校教育≒formal learning）、職業訓練、高齢者学習の単位
認定、蓄積、互換を主要な機能としている。上海市の学習型社会を構築するための、
生涯学習の「陸橋」の役割を果たす。⇨ プラットフォーム、仲介？

 他の単位銀行と異なるのは、高齢者学習の強調
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学習者
（上海市民）

• 最終学位：専科
今まで学歴教育（formal 
educationで取得した単位

• そのまま移転

教育機関（大学の継
続学院＋職業学校）

• 取得した資格
• 仕事経験 • 関係科目に読み替え

• 教育機関で学位取得
するための他の単位
の取得

Goal：

本科の学位

制度説明の映像
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中国版QFの特徴
 労働市場の地域格差が激しいため、国家資格枠組み（NQF）の構築が困難である。

地域別の資格枠組の構築しかできない。

 QF構築の目的は地域によって異なる
 香港、広東： ある職業に従事するための資格の共通性
 国家開放大学、上海（単位銀行のみ）：職業資格・仕事経験⇨単位に転換⇨学位の取得
 他地域の単位銀行⇨学位の取得

 職業教育を学術教育と同等の地位に引き上げるためのツール（より高い学位を取得
するための手段の一つ）

⇨中国の学歴社会への対応
39



NQFの目指すもの
欧米

学術
教育

職業教育
と訓練

中国
（韓国）

学術
教育

（学位）

職業教
育と訓

練
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まとめ
 中国では、社会人が学校教育を利用して学位取得する伝統があるため、労働市場と

学校教育との間の壁が低くなっている。

 リカレント教育を推進するためには、学校教育と労働市場との協力が不可欠である。
省庁や機関を超えてトップダウンで推進することは、効率的な協力の推進に繋がる。

 リカレント教育を拡大するためには、そのプレミアムを高め、かつ明示化する必要
がある。

 中国におけるQFと単位銀行の運用は、職業教育を学術教育（普通教育）と同等の
地位に向上させるために用いられている。
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ご清聴、ありがとうございました！
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